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＜ 東 京 桑 野 会 会 報 原 稿 ＞

安 積 の 絆 と 輪 、 そ し て 誇 り

安 積 高 等 学 校 長 久 保 田 範 夫

昨 年 ４ 月 に 母 校 安 積 に 着 任 し ま し た 。

５ 月 の 東 京 桑 野 会 定 期 総 会 当 日 は 、 福

島 県 高 等 学 校 長 協 会 長 を 今 年 度 務 め る

こ と と な り 、 全 国 校 長 会 等 公 務 と 重 な

り 出 席 で き ず 申 し 訳 あ り ま せ ん 。 ま ず

は 自 己 紹 介 を 申 し 上 げ ま す が 、 ８ 月 発

行 の ｢ 安 積 桑 野 会 だ よ り ｣ 、 ９ 月 の ｢ 桑 野

会 報 第 4 4 号 ｣ と 若 干 重 複 す る 部 分 に つ い

て は ご 容 赦 願 い た い と 思 い ま す 。

田 村 市 大 越 町 出 身 、 第 8 8 期 生 と し て

安 積 入 学 、 １ 年 担 任 は 竹 花 栄 明 先 生 、

２ ～ ３ 年 は 吉 田 清 蔵 先 生 ( 5 4 期 ) で し た 。

生 徒 会 副 会 長 を 務 め 、 8 8 ・ 9 0 周 年 の ２

回 の 学 校 祭 を 経 験 、 大 学 卒 業 後 、 国 語

教 師 と し て 昭 和 6 1 年 か ら 1 1 年 間 、 安 積

の 教 壇 に 立 ち 、 恩 師 で も あ る 長 嶺 力 夫

先 生 や 吉 田 彌 校 長 先 生 ( 6 0 期 ) と 同 じ 空

間 で 緊 張 の 日 々 を 過 ご し ま し た 。 こ の

間 、 創 立 1 1 0 周 年 記 念 行 事 が あ り 、 生 徒

会 や 應 援 團 、 更 に 野 球 部 の 第 ３ 顧 問 を

務 め る な ど し ま し た 。

そ の 後 、 県 教 育 庁 に ３ 回 、 足 か け 1 1

年 間 勤 務 し 、 学 校 経 営 支 援 課 長 ( 学 校 の
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管 理 部 門 に 当 た り 、 現 在 は 高 校 教 育 課

に 改 編 ) し て 仕 事 を し て い る 中 、 東 日 本

大 震 災 が 発 生 、 警 戒 区 域 等 の 学 校 再 開

に 努 め 、 そ の 後 、 教 育 次 長 を 経 て 昨 春 、

思 い も か け ず 母 校 勤 務 と な り ま し た 。

着 任 以 来 約 1 0 か 月 間 、 卒 業 後 も 続 く

安 積 の 絆 、 安 積 の 大 き く 強 い 輪 の 存 在

に 改 め て 思 い 知 ら さ れ ま し た 。 殊 に ｢ 安

積 桑 野 会 ｣ の 各 支 部 の 活 動 が 活 発 な こ と

は 、 全 国 で も ほ と ん ど 例 を 見 な い と 思

い ま す 。 母 校 の 校 長 就 任 １ 年 目 と い う

こ と も あ り 、 都 合 が つ く 限 り 出 席 す る

よ う 努 め 、 ５ 月 か ら 1 0 月 に か け て の 土

曜 日 の 夕 方 、 仙 台 、 宇 都 宮 、 関 西 ( 今 年

は 京 都 開 催 ） ) 福 島 県 庁 、 二 本 松 、 郡 山

市 役 所 、 須 賀 川 、 石 川 の 各 支 部 総 会 に

お 邪 魔 し ま し た 。 こ の 他 に も 、 青 森 、

盛 岡 、 東 京 、 福 島 ( 県 庁 桑 野 会 と は 別 ) 、

本 宮 、 安 積 町 、 湖 南 、 猪 苗 代 、 三 春 、

矢 吹 、 い わ き 、 白 河 、 香 港 ・ 華 南 の 支

部 が 現 在 あ り ま す が 、 で き れ ば 定 年 ま

で の ３ 年 間 で 全 て の 支 部 総 会 に 出 席 し

た い と 考 え て い ま す 。

他 校 で も 県 内 外 に 同 窓 会 組 織 は あ り

ま す が 、 あ ま り 活 動 し て い な い の が 現

状 で 、 一 方 安 積 桑 野 会 は 、 総 会 の 開 催

だ け で な く 、 今 年 度 発 足 し た ｢ 関 西 桑 野
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会 学 生 会 ｣ の よ う に 、 現 役 の 大 学 生 を 支

援 し た り 交 流 ・ 親 睦 を 図 る 組 織 が あ る

な ど 活 動 が と て も 盛 ん で あ り 、 し か も

母 校 安 積 へ の 熱 い 思 い を 持 っ た 先 輩 方

が 実 に 大 勢 い て 、 安 積 の 絆 を 益 々 強 く

し 、 ま た 、 安 積 の 輪 を 広 げ て い ま す 。

来 年 度 は 創 立 1 3 0 周 年 、 桑 野 の 現 在 地

に 移 っ て か ら 数 え て も 1 2 5 年 と い う 大 き

な 節 目 の 年 に 当 た り ま す ( 私 事 で す が 、

9 0 周 年 を 生 徒 と し て 、 1 1 0 周 年 を 教 諭 と

し て 、 1 3 0 周 年 を 校 長 と し て 、 2 0 年 刻 み

で 大 き な 行 事 を 経 験 す る こ と に な り 、

こ の サ イ ク ル だ と 、 私 が 生 き て い れ ば

7 7 歳 の 年 に 1 5 0 周 年 を 迎 え る こ と に な り

ま す ) 。 昨 年 1 0 月 に 仮 オ ー プ ン し た 安 積

歴 史 博 物 館 ( 私 は つ い ｢ 旧 本 館 ｣ と 言 っ て

し ま う の で す が ) も 完 全 復 活 の 予 定 です 。

生 徒 達 に は 、 安 積 で 場 所 ・ 時 間 や 言

葉 ・ 記 憶 を 共 に す る こ と 、 安 積 と い う

学 校 文 化 を ３ 年 間 共 有 す る こ と が 安 積

で 学 ぶ 最 大 の 意 義 で あ り 、 安 積 の 誇 り

・ プ ラ イ ド で あ る と 繰 り 返 し 語 り か け

て い ま す 。

東 京 桑 野 会 の 皆 様 に も 、 何 か と 御 協

力 を 頂 く こ と が あ る と 思 い ま す が 、 今

後 と も 本 校 の 教 育 活 動 に 御 理 解 と 御 支

援 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。
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